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S4-1: 国際シンポジウム 国際との対話から、およびRRI活動紹介

ロボット革命・産業IoT国際シンポジウム 2025

～データ駆動型製造業の未来：協調と変革～
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国際シンポジウムの構造とアジェンダ

2

⚫ 過去10年のPI4.0との連携を踏まえ、今後10年を見据えた新たな連携
戦略（セッション３）

⚫ 長期スパンでの製造業の持続可能性について世界はどう考えているか
（セッション２）

⚫ 中長期で産業データ連携の潜在力と国際協調をどう為すか（セッション
１）

⚫ 現在の日独連携テーマ進捗（セッション３）
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国際社会との連携（ドイツ）

2011 ・・・ 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

2011 独 インダストリー
4.0 発表

2016 経産省 – 独政府との連携協力発表。
実行部隊としてRRI - 独 I4.0 共同声明。
以降、国際標準化、産業セキュリティ、中小
企業支援、プラットフォーム経済に関する専門
家会合が設置され、春 ハノーバーメッセ、秋 
RRIシンポジウムにて連携成果発表。

2019 RRI - 独調査団実施

2017 経産省 Connected Industries発表。
日独政府 第四次産業革命に関する日独協力
の枠組みを定めた「ハノーバー宣言」に署名。

2023 RRI – 第2回
独調査団実施

2015 RRI発足

2025 新たな連携
戦略の合意

新たな戦略連携の発表について: https://www.jmfrri.gr.jp/g-j_jointstatement2025/

https://www.jmfrri.gr.jp/g-j_jointstatement2025/
https://www.jmfrri.gr.jp/g-j_jointstatement2025/
https://www.jmfrri.gr.jp/g-j_jointstatement2025/
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４つの戦略領域

4

⚫ 今後、具体的な
テーマ設定を行い、
日独の産業界の
みならず、グローバ
ル製造業への貢
献を図っていく。
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関連イベント

RRIイベント

日本が一枚岩に：Data Spaces Week、CEATEC、そして RRI国際シンポ

5

10/5 12 19 26 11/2

10/14-17 
Data Spaces Week
含 IOFDS会合

10/15 
CEATEC 
産業データスペース構築に
向けた課題と今後の展望

10/15
IPA プレスリリース
データスペースの技術コンセプトを国際社会へ発信・提案
（DSA, RRI、東京大学大学院情報学環 連名）

10/21 
RRI 国際シンポジウム
セッションデー 

11/6 
RRI 国際シンポジウム
本会議

IOFDS: https://iofds.org/

https://iofds.org/
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セッション1:

製造変革のイネーブラ：デジタルエコシステムの構築
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独/官：Markus Heß 氏（独 経済・エネルギー省 次長） 
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◼ 独では産業データスペースに関するPJが10あり、300M€(=530億円)が投資されている（官からは145M€(=257億円)）

◼ 業界を跨ぐユースケースとしては、サプライチェーンに関わるものと、製造現場に関わるものに大別できる

デジタルプロダクト
パスポート

協調設計 CO2低減 循環経済

協調
状況モニタリング

Manufacturing
as a Service

モジュラー
製造

自動
オペレーション
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独/官：Markus Heß 氏（独 経済・エネルギー省 次長） 
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◼ ドイツでは25年度はBulidのフェーズであり、26年にRun、27年にScaleのフェーズに入る

◼ 今後は、AIの活用、付加価値創生、技術的独立性の確保、を優先して取り組む
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独/民：Thomas Hahn 氏 (Plattform Industrie 4.0 / Fellow, Siemens AG)
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◼ International Manufacturing-Xの取り組みが拡大中

◼ 国際的な相互接続性の技術デモを、SPS25およびハノーバーメッセで実演予定
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独/民：Thomas Hahn 氏 (Plattform Industrie 4.0 / Fellow, Siemens AG)
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◼ Industry AIの構築に向けては、データのみならず、インフラおよびエッジークラウドの基盤モデルが必要

◼ Industry AIへの要求：ロバスト性(説明責任、ハルシネーション対応など)、アクセス可能性、共通の目的
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日/官：猪飼 裕司 氏 (経済産業省 商務情報政策局 デジタル戦略室長 兼 国際室長) 

11

◼ ウラノス・エコシステムは蓄電池CFPを皮切りに自動車分野の他用途および様々な業種に向けた化学物質管理へ展開

◼ 経産省はデジタルエコシステム官民協議会に参加・リード。ウラノス・エコシステム/ODS-RAMの普及・標準化を図る
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日/官：猪飼 裕司 氏 (経済産業省 商務情報政策局 デジタル戦略室長 兼 国際室長) 
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◼ ウラノス・エコシステムはデータ主権を考慮した分散型をベースにしつつ、中小企業の参加容易性も考慮したハイブリッド型を提唱

◼ 技術コンセプトを「Open Data Spaces」として、RRIなど国内団体とも連携し、国際展開を図る
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日/民：入江 直彦 
(RRI WG1共同主査 / 日立製作所 社会ビジネスユニット インフラ制御システム事業部 シニアストラテジスト)
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◼ 24～25年度にかけ、国としての制度設計からトラスト層・データ連携層・アプリ層まで、産業データスペースの取組みが加速

◼ 官民一体で上記を進めるために、デジタルエコシステム官民協議会が発足し、RRIも参加
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日/民：入江 直彦 
(RRI WG1共同主査 / 日立製作所 社会ビジネスユニット インフラ制御システム事業部 シニアストラテジスト)
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◼ 官民協議会の検討方向性として、

①国際的に相互接続可能なデータスペースをユースケース視点で構築

②中小企業含めた参加企業の増加

をRRIから提案しており、省庁と連携して推進予定
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パネル討論

15

■パネルテーマ①-1：データ連携に関する日独近況に関する相互理解

独：日本側の明確な構造が見えてきた。サプライチェーンの強靭化を今後進めていく予定。

■パネルテーマ①-2：AIに対する取り組み

日：AIは付加価値創生で重要であるが、企業側のデータを利活用する上ではまだ課題あり。

独：例えば品質管理のような目的で分析精度を上げるためのAIに期待。

■パネルテーマ②-1：国際的なInteroperability確保に向け

日：相互運用性をBulidからRunモードにするために、より解像度を上げた課題整理と解決を双方で検討要。

独：共通の目標と共通の理解(技術面・運用面)が必要。DPPをベースにし、よりスケールすることを考えたい。

■パネルテーマ②-2：企業から見た国際的なInteroperability確保に向け

日：国・地域で法律など異なるので全てを共通化するのは難しいが、その中でもできるだけ共通部分があれば良い。

ODS-RAMなど国際標準化にも積極的に取り組んでいく。

独：共通のスタンダード・ベースが重要。

■パネルテーマ③：デジタルエコシステムの実装に向けて

日：二つのX (DX/GX)に向けた取り組みを推進しコスト削減。さらに参加企業を増やして、製造業のノウハウのAI化へつなげる。

独：世界で取り組む環境規制への対応。さらに品質問題の解決(リコール範囲の絞り込み)へ。課題対応の迅速性が鍵。
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セッション2:

 リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性

16
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
共同文書の発行

◼ RRIでは米CESMII、欧Plattform Industrie4.0と共に産業の持続可能性に関するディスカッションを1年半実施
◼ そのディスカッション結果を共同文章として、2025年10月2日に発行

共同文章 検討メンバー

出展：RRI公表「日米欧ディスカッション・ペーパー「産業の持続可能性に関する日本、米国、欧州の相互分析 – 国
際協業のために -」」https://www.jmfrri.gr.jp/library/an-analysis-of-industrial-sustainability/
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
検討経緯

◼ 地政学的な変動、エネルギー問題、労働市場の構造変化といったグローバルな課題に対応するための製造業の持続可能性につい
て日米欧のリーダーにてディスカッションを実施

検討経緯１ 検討経緯２ 検討経緯３

• Industrie 4.0による生産性向上

への期待の高まり

• ポストCOVID-19においてのポリク

ライシス（複合的な危機）の時代

に突入するなかで、どのように産業

の持続可能性を担保するか

• デジタル化の本質的な効果、改善

や効率化だけでなく、社会全体が

持続可能性や幸福に紐づいている

か
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
ディスカッション１｜国際シンポジウム2024でのパネルディスカッション振り返り

◼ Industrie4.0以降、生産性が日米欧共に停滞し、デジタル化の効果は見られるが複合的な問題により効果が出ていない
◼ 生産性の停滞及び人材確保はグローバルでの課題であり、デジタル化に加え、教育、制度の改革が必要

課題提起 ディスカッション内容

• Industrie4.0の時代以降生産

性は伸び悩み

• 賃金水準では人材確保が困難

Mr. Hahn

• 欧州ではデジタル化が部分最適に留まりスケールし

ないことが課題

• データ共有、そのための標準化の遅れが、

「Productivity Paradox」を招いている

木村先生

• 日本では投資抑制・人材不足・高齢化が重なり、

製造業が弱体化

• 地位を取り戻すためには、賃金・教育・投資が必要

Prof. Ragu

• 米国の労働市場は流動性が高く、デジタルプラット

フォームによるジョブマッチングが進んでいる

• 地政学リスクの高まりにより、セキュリティやスキル認

証の要件が強化されている
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
ディスカッション２｜REPowerEUとDraghi Report

◼ 欧州では脱炭素化に向けた取り組みが進むもののエネルギーコスト高となり、産業競争力強化の推進が必須
◼ 日本でも状況は同様であり、競争力強化に向けて、デジタル化・AI・データ連携の推進が必要

課題提起 ディスカッション内容

• エネルギー政策を強化するが、

米中よりエネルギーコストが高い

• デジタル化・AIの革新が必須

Mr. Hahn

• Draghi ReportはEU産業政策への「警鐘」

• 欧州はテクノロジーだけでなく、エネルギーコストで米

中に遅れを取っているため、産業競争力強化には

データ連携やデジタル化の加速が必要

木村先生

• 日本も欧州の状況と同様の状況であり、産業力強

化に向けて産官連携でテクノロジーのイノベーション

を起こす必要がある

Prof. Ragu

• 米でも低炭素化に向けた取り組みは実行中だが、

欧州とは実行方法が異なり、エネルギーの豊富さが

競争力の源泉であり、経済成長とエネルギー供給

量でサステナビリティを評価している
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
ディスカッション３｜米国の産業サステナビリティに関する新たな政策

◼ 米国の政策は従来の規制主導の気候変動対策から、エネルギー安全保障・経済成長・イノベーション重視へ
◼ 米国政府は規制主導型から産業イノベーションを起こすためのイネーブラー（支援者）へと役割を転換

課題提起 ディスカッション内容

• 経済成長と気候変動対策は相

反する目標ではなく両輪で実施

• 経済成長重視の政策へ転換

Mr. Hahn

• 欧州でも米国同様製造業の活性化に向け同じよう

な取り組みを進めているがアプローチが違う

• 官民での連携を行うための政策を多く備えている

木村先生

• プラネタリーバウンダリーと産業の持続可能性を認識

し、環境配慮や人間の社会的な幸福につなげるこ

とが重要

• そのために、技術革新や効率化をすることが必要
Prof. Ragu

• 米国はエネルギー安全保障と経済バイタリティ、イノ

ベーションの道筋を三本柱として、政府の役割を転

換し、デジタルテクノロジーの活用を行いながら官民

連携してイノベーションを促進する
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
ディスカッション４｜労働市場の2極化

◼ デジタライゼーションに会計などの中程度の技能職はデジタルによって代替されていくことが予想される
◼ 中程度技能者を高度技能職へ移行するにはSTEM*1教育や学習し続ける仕組みが必要となる

課題提起 ディスカッション内容

• 労働市場は二極化が進行中

• 将来的には中程度の技能職は

少なくなり、低技能職が増える

Mr. Hahn

• 変化に対応することが重要で変化をオーケストレー

ションすることが重要、そのためにコミュニティを広げて

いくことが重要であり、プロジェクトを進めている

• SMEもどうしたら成長できるかを検討していく必要

木村先生

• エッセンシャルワーカーにも環境の良い職場環境を

提供する必要があるが、コストが高くなるが、人と機

会の共生をすることにより、社会全体のコストを下げ

る可能性がある
Prof. Ragu

• 人間味のあるデジタル化をしていくか、コストは排除

できないが、戦略的に人的資本への投資を行うこと

が不可欠である

*1:STEM=Science、Technology、Engineering、Mathematics
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
ディスカッション５｜推奨（１）

◼ DXにおける人間中心の仕事の強化が重要であり、自動化やAIが進む中で人の「労働の役割」を再定義する必要がある
◼ 人間の社会的な参画に向けて、人間の能力の拡張やモチベーションが国際的な共通課題であり、日米欧で議論が進んでいる

課題提起 ディスカッション内容

• 人が意欲的に働ける環境が重要

Mr. Hahn

• 人間と社会が調和するためのインターフェースが必要

であり、そのためのユースケースをManufacturing-

Xでは検討している

• 今後ユースケースの拡張には国際連携が必要

木村先生

• 人の中心とし、環境を良くしていくことに関して、成

功例が出ていないが、従来のプロセスの中に人がい

るが、デジタル化が進む中で人が社会に参画してい

くかを考えていくことが重要
Prof. Ragu

• 米国では人間中心のDXと産業の持続可能性を踏

まえ、エネルギー安全保障、経済のバイタリティ、イノ

ベーションの道筋の３つを柱として、産官学連携の

プロジェクトを進めることを考えている

• 人間中心での働く環境や人材育

成、機会格差の是正が必要
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リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
Wrap Up

デジタルテクノロジーは生産性を飛躍的に向上させる可能性がある
一方で人間の仕事を変える可能性があるため、

地球環境と人間の幸せ・Well-Beingに向けて議論をする必要がある

デジタル化によっておこる負の部分も認めつつ議論を行い、
事例の共有・ルール作りを国際的にする必要がある

リソース・資源の無駄があってはいけない、国境を越えて最適な解を考えていく必要がある
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セッション3: 

日独専門家フォーラム

25
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2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

G2G

PI4.0/RRI

Expert Groups’ 
strategy papers

Joint papers (all 
expert groups)

2016.4.28 
Joint 
Statement

2016.4.28 
Joint 
Statement

2017.3.19 
Hannover 
Declaration

2017.3.22 
Facilitating 
International 
Cooperation…

2017.3.20 
Common 
Strategy

2020.10.14 
update

新たな連携戦略

2019.4.1 
update2018.2.2

2 update

0. 独PI4.0とのこれまでの連携、新たな連携戦略

26

国際標準化

Industrial Trustworthiness 
and Security

Digital Business Model

Manufacturing Dataspaces
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1. 国際標準化

27

⚫ 独の課題感。
DPPなど連携しよ
うにも言葉が通じ
ない（欧州域内
でも）。セマン
ティックインターオペ
ラビリティ、と何度
叫んでも規制当
局やステークホルダ
が新たな言葉を生
み出してしまう。

⚫ 国際社会でも同
様。標準化はどの
ように貢献できる
のか。
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Item No. 2: Semantic Interoperability aspects – Technological 
basis for engineering data federation

28

⚫ 日本の視点。具
体的なイメージを
以てセマンティック・
インターオペラビリ
ティの課題に向き
合ってはどうか。

⚫ サーキュラーエコノ
ミーにおける製造
変革をモデルとして
議論を進めたい。
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2. Industrial Trustworthiness and Security

29

⚫ 産業IoTのセキュリ
ティ確保と、業種や
地域を超えたステー
クホルダー間の信頼
関係の構築を目指
して活動。

⚫ supply chain と
value chain全体
で、組織・製品・
データの
Trustworthiness
を高めるための体系
的アプローチを推進。



2025 Copyright, Robot Revolution & Industrial IoT Initiative, All Rights Reserved.

Items to consider for Trustworthiness of PRD(Product Related Data)

30

⚫ 現在は製品に関わ
るデータ(PRD)の
Trustworthiness
に注力

⚫ 今後は、サステナビ
リティやDPP関連標
準への展開を通じ
て、その適用領域の
拡大を図る。

⚫ さらに、バリュー
チェーンにおけるAI
の機会・リスク・脅
威を分析。
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3. Digital Business Model：デジタルエコシステムの参加者は大企業だけ
ではない

31

⚫ ビジネスモデル変革の前に・・・、企業が日々のオペレー
ション（データ連携）の中でどのような課題を抱えてい
るか調べよう。

⚫ SME（中小企業）の日々のオペレーションには多くの
課題がある。これらを直視せずにビジネスモデル変革は
為せないだろう。
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SME のビジネスモデル変革はどこから始まる？

32

⚫ SMEの実態に関
する調査を双方で
進め、ビジネス環
境などの違いなど
を踏まえて企業と
エコシステムとの関
係性・必要となる
ものを理解してい
こう。
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4. Manufacturing Dataspaces：Readinessをどう測る？

33

⚫ 製造データスペー
スの活用には、企
業が使いこなせる
のか、そもそも自
社のシステムや組
織、マネジメントが
対応できるのかと
いうReadinessの
課題がある。

⚫ Readinessを客
観的に測ることは
できないか。

⚫ スマート製造の評
価モデルはある。そ
こに「連携」の要素
を加えることができ
ないか。
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製造システムの進化とReadinessの関係性

34

⚫ 製造業のプロセス、
データの流れも変
革するのではない
か。伝統的な階
層型モデルから
ネットワーク型に変
わるとき、企業の
製造アーキテクチャ
は変化し、同時に
Readinessの向
き合い方も変わる
のではないか。

⚫ ではどう変わる？
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RRIの活動

35
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見えない課題へのアプローチ：連携とシステムアプローチ

36

長期スパンでの
製造業の持続可
能性について世
界はどう考えてい

るか

中長期で産業
データ連携の潜
在力と国際協調

をどう為すか

現在の日独連携
テーマ

国内外のステークホルダとの連携、方法論としてのシステムアプローチ
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補足資料
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ロボット革命・産業IoT国際シンポジウム 2025

～データ駆動型製造業の未来：協調と変革～

O1-1 10:00-10:05 田川 和幸 (RRI 運営幹事)

O1-2 10:05-10:10 須賀 千鶴 氏 (経済産業省 製造産業局 産業機械課長 兼 製造産業DX政策企画調整官 兼 AIロボティクス推進官)

O1-3 10:10-10:15 Markus Heß 氏（独 経済・エネルギー省 次長）

Status-quo in Germany: A holistic approach to foster data ecosystems

Markus Heß 氏（独 経済・エネルギー省 次長）

ウラノス・エコシステムの今後の展望

猪飼 裕司 氏 (経済産業省 商務情報政策局 デジタル戦略室長 兼 国際室長)

Scaling Industrial Data Ecosystems and Industrial AI: A Global Collaborative Approach

Thomas Hahn 氏 (Plattform Industrie 4.0 / Fellow, Siemens AG)

国内における産業データスペース構築に向けた取り組み

入江 直彦 氏　(RRI WG1共同主査 / 日立製作所 社会ビジネスユニット インフラ制御システム事業部 シニアストラテジスト)

【パネリスト】

Markus Heß 氏

猪飼 裕司 氏

Nadine Kanja 氏 (Plattform Industrie 4.0 / Head of Industry Business Unit Automotive & Industry Data Ecosystems, SAP SE)

入江 直彦 氏

【モデレータ】

杉江 周平 氏 (イノベーション総合研究所)

昼休憩 12:00-13:00 体験型XRデモ

10月21日（火）10:15 - 12:00 会場およびオンライン配信 ※1, 2

[Session1] 製造変革のイネーブラ：デジタルエコシステムの構築

S1-2 10:30-10:45

10:15-10:30

[Opening] 

10月21日（火）10:00 - 10:15 会場およびオンライン配信 ※1, 2

S1-1

S1-3 10:45-11:00

S1-4

S1-5

Panel

Discussion

11:15-12:00

11:00-11:15
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ロボット革命・産業IoT国際シンポジウム 2025

～データ駆動型製造業の未来：協調と変革～

opening 13:00-13:05   野中 洋一 氏　(RRI 国際標準化支援 アクショングループ / 日立製作所 研究開発グループ 技師長)

【パネリスト】

Thomas Hahn 氏 (Plattform Industrie 4.0 / Fellow, Siemens AG)

Ragu Athinarayanan 氏 (Professor of Smart Manufacturing & Industrial Informatics, Purdue University )

木村 文彦 氏　(RRI 国際標準化支援 アクショングループ 主査 / 東京大学 名誉教授)

【モデレータ】

 野中 洋一 氏

小休憩 15:00-15:20 体験型XRデモ

Collaboration for future growth

中島 一雄 (RRI インダストリアルIoT推進統括)

Nadine Kanja 氏

Advancing semantic interoperability for the future of manufacturing transformation

Jens Gayko 氏 (SCI4.0 Managing Director)

高本 仁志 氏 (RRI 国際標準化支援 アクショングループ / 産業技術総合研究所 次世代ものづくり実装センター 総括研究主幹)

Industrial Trustworthiness and Security

益 啓純 氏 (RRI 産業セキュリティアクショングループ / アルゴグラフィックス ALMビジネス推進統括部 チーフ・テクニカル・アーキテクト)

Wolfgang Klasen 氏（Plattform Industrie 4.0 WG3 / Siemens AG）

Collaboration on Business Model

Nils Madeja 氏 (Plattform Industrie 4.0 WG6 / 中央ヘッセン工科大学)

杉江 周平 氏 (RRI ビジネスエコシステム タスクフォース / イノベーション総合研究所)

How to measure user readiness for Manufacturing Data Space?

小田 信二 氏 (RRI 産業データ連携 アクショングループ / 横河電機 渉外・標準化戦略センター プリンシパルストラテジスト)

Ingo Sawilla 氏 (Trumpf Werkzeugmaschien SE, Coordinator Datagovernance ＋Datasecurity)

Closing

Remarks
17:20-17:25 芹沢 哲 (RRI 事務局長)

登壇者、聴講者、招待者による懇談・ネットワーキング　(立食・無料）

S3-5

[Session3] “日独専門家フォーラム”

S2-1

Panel

Discussion

13:05-15:00

16:55-17:20

S3-4 16:30-16:55

16:05-16:30

10月21日（火）15:20 - 17:20  会場およびオンライン配信 ※1, 2

S3-3

S3-2 15:40-16:05

S3-1 15:20-15:40

[ネットワーキング] 

10月21日（火）17:45 - 19:45  高田馬場センタービル 12階 会議室1/2

10月21日（火）13:00 - 15:00 会場およびオンライン配信 ※1, 2

[Session2] リーダーズダイアログ: 産業の持続可能性
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ロボット革命・産業IoT国際シンポジウム 2025

～データ駆動型製造業の未来：協調と変革～

RRI 会長 ご挨拶

東原　敏昭 (RRI会長 / 日立製作所 会長)

経済産業省 ご挨拶

奥家 敏和 氏 (経済産業省　大臣官房審議官 (商務情報政策局担当))

国際シンポジウム 国際との対話から、およびRRI活動紹介

入江 直彦 氏 (RRI WG1共同主査 / 日立製作所 社会ビジネスユニット インフラ制御システム事業部 シニアストラテジスト)

関根　直輝 氏 (アビームコンサルティング 未来価値創造　戦略ユニット マネージャー)

中島 一雄　(RRI インダストリアルIoT推進統括)

テーマ：データ駆動型製造業の未来：協調と変革

【パネリスト】

花見 英樹 氏 (情報処理推進機構(IPA)　デジタルアーキテクチャ・デザインセンター(DADC) 副センター長)

真野 浩 氏 (データ社会推進協議会 専務理事・事務局長)

村上 弘記 氏 (RRI WG1共同主査 / IHI 技術開発本部 技監)

藤野 直明 氏 (RRI 製造IoT情報マーケティング / 野村総合研究所 産業ITイノベーション事業本部 シニアチーフストラテジスト)

【モデレータ】

水上 潔 氏 (RRI WG1 産業IoT アドバイザ)

Closing

Remarks
16:10-16:15 芹沢 哲 (RRI 事務局長)

S4-2

Panel

Discussion

14:45-15:55

（パネル）

15:55-16:10

（質疑）

11月6日（木）14:00 - 16:15 高田馬場センタービル 12階 会議室1/2 および オンライン配信

S4-1 14:15-14:45

[本会議] データ駆動型製造業の未来：協調と変革

Opening 2 14:10-14:15

Opening 1 14:00-14:10
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RRIの体制と主な活動

42

主な活動
• 産業IoTロードマップ
• 国際標準化支援AG
• 産業セキュリティAG
• 中堅・中小AG
• 産業データ連携AG
• デジタルビジネスモデル
• 日独専門家協力
• 国内外連携（次紙）
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連携関係

43

Organization name of Japanese Industrial Association
JEMA: The Japan Electrical Manufacturers’ Association,  JEMIMA: Japan Electric Measuring Instruments Manufacturers’ Association, JEITA: Japan Electronics and 
Information Technology Industries Association, JMF: The Japan Machinery Federation, JMTBA: Japan Machine Tool Builders’ Association, JSIM: The Japan Society of 
Industrial Machinery Manufacturers, MSTC: Manufacturing Science and Technology Center, NECA: Nippon Electric Control Equipment Industries Association, JARA: 
Japan Robot Association, CIAJ: Communications and Information Network Association of Japan, JAMA: Japan Automobile Manufacturers Association, JAPIA: Japan 
Auto Parts Industries Association, DSA: Data Society Alliance, IVI: Industrial Value Chain Initiative

⚫ International Data Spaces 
Association

⚫ GAIA-X
⚫ Catena-X
⚫ Plattform Industrie 4.0

⚫ Industry IoT Consortium
⚫ Collaborative Ecosystems 

Smart Manufacturing 
Innovation Institute

⚫ Alliance Industrie de Futur

⚫ Confederation of Industry 
of the Czech Republic

Japanese Industry Associations

Japan Government / National 
Institutes

International community

RRI
413    members

(Companies / Associations / Academia / 

Research institutes / Academic societies /

Local governments)

⚫ The National Institute of Advanced 
Industrial Science and Technology

⚫ New Energy and Industrial Technology 
Development Organization

⚫ Digital Architecture Design Center

JEMA JEMIMA JEITA JMF
JMTBA JSIM MSTC NECA
JARA CIAJ JAMA JAPIA

DSA  IVI
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データスペースの技術コンセプトを国際社会へ発信・提案

44

2025.10.15 IPAプレスリリース
データスペースの技術コンセプト「Open Data Spaces」の共同推進を合意 ～我が国の主要なデータスペースの技術的取
組が連携され、国際相互運用性確保に前進～

独立行政法人情報処理推進機構 (IPA、理事長：齊藤裕)は、データスペースの技術コンセプト及びそれを構成する技
術仕様として、新たに「Open Data Spaces」を我が国におけるデータスペース取組の共通仕様と位置付け、共同で持
続的に改善、推進することを、一般社団法人データ社会推進協議会（DSA、代表理事：奥井規晶）、ロボット革命・産
業IoTイニシアティブ協議会（RRI、会長：東原敏昭）、東京大学大学院情報学環（学環長：目黒公郎）と合意しま
した。今回の合意を踏まえ、経済産業省が推進するウラノス・エコシステム関連の取組だけではなく、DSAが推進するDATA-
EX、RRIにおける産業データ連携に関する国内外活動等を含む、我が国における主要なデータスペースの取組は、Open 
Data Spacesの技術的コンセプトのもと連携されることになります。

IPAは、関連する団体と連携しながら、Open Data Spacesの推進と発信を円滑に実施するための事務局機能を設置し、
産官学の協力のもと本技術コンセプトの取りまとめと普及・推進を担います。また、IPAではOpen Data Spacesを広く周知、
推進し、世界規模で産業・技術コミュニティを巻き込んでいくための国際イベント「Open Data Spaces Summit（仮
称）」の開催を予定しています。なお、今後のOpen Data Spacesに関する情報発信は、この度新たに公開したOpen 
Data Spaces公式ウェブサイト（https://www.ipa.go.jp/digital/opendataspaces）にて掲載される予定です。
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RRI 24年度の主な活動報告（産業IoT分野）

45

活動
⚫ システムアプローチ 4th Industry Revolutionアカデミー 2024（VUCA時代に求められる未来を設計するための準

備ワークショップなど）
⚫ 各AG活動（国際標準化、産業セキュリティ、中堅中小企業サポート、産業データ連携）
⚫ 各種Webinar（データ連携、DPPなど）
⚫ 日米欧共同プロジェクト（産業の持続可能性）
⚫ 日独連携
⚫ 中堅・中小企業のデジタル化事例トーク 公開

報告書
⚫ 日独共同文書（Trustworthiness and Security, International Standardization, Manufacturing 

Dataspace）
⚫ ロボット革命・産業IoT 国際シンポジウム2024 報告書 ～Call for action:社会イノベーションに向けた製造変革～ 
⚫ Webinar 【データ連携基盤と製造業DX】講演資料
⚫ 産業データ連携アクショングループ活動報告2023
⚫ 産業IoTロードマップ2023年度版
⚫ ハノーバーメッセ2024報告書 産業データスペースの動向とその背後で進む欧州のデータ戦略
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RRIの活動を通して得たビジョン（2018～）

46

汎用技術GPT
「デジタル技術」

Enabler

社会変革
水平連携オープン化

産業革命 技術による社会変革

新たな社会インフラ
共通データ連携基盤
の必要性

E
n
a
b
l
e
r

Enabler

データ体系と
エコシステムガバナンス

E
n
a
b
l
e
r

Society5.0
XaaS化・SoS化

循環経済化
製造業のサービス化
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システムアプローチ 例 産業IoTロードマップ

↑
抽象

抽象度

具体
↓

View
関心

対象システム

将来システム像

View
関心

様々な抽象化の軸

システム化

↑
抽象

抽象度

具体
↓

View
関心

対象システム

View
関心

様々な抽象化の軸

現状のシステム像

システム化＝施策においても（システム化自体がシステムなので）
内面・外面、抽象・具体間の抽象度、View関心がある。
又、目的の捉え方、バックキャストorフォーキャストなのか、
何を前提にした施策なのかなど、システム化故の時間軸、プロセス軸、
因果軸などが入り込む。

《課題》 将来像という未知なものを
想定し、現状とのギャップからシステム
化の施策をロードマップにする。
この図を範囲で議論をするのだが、
個人ですらどこを話しているのかが
変化するので、それらを可視化して進
める必要がある。

47
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システムアプローチ 例 VUCA時代に求められる未来を設計するための
準備ワークショップ

48

VUCA時代と言われる中での第4次産業革命・DX・Society5.0への対応、そして近年ではデータ連携が大きな話題
となっていますが、こうした変化に対し自ら考え自ら解を導き出す 時代を迎えています。用意するワークショップは、どのよ
うに考える力を付けていけばいいのかを、体験的に学ぶ場となっています。日頃下記のような疑問をお持ちの方は、是
非ご参加ください。
⚫ 第4次産業革命・Society5.0におけるDXがどのようなものなのか悩んでいる。
⚫ DXをどう取組めば良いかモヤモヤしている。
⚫ 懸命にやったはずの結果が「失われた30年」となり、何がまずかったのかよく分からない。
⚫ ゼロからの新システム・新サービス開発と、今までのやり方との違いが上手く言葉にできない。
⚫ 認知・認知バイアスに興味がある。全体俯瞰やメタ認知を自分の言葉で語れるようになりたい。
⚫ 今、何だかよく分からない閉塞感を感じている。突破口を見出したい。
⚫ これまで自信を持っていろいろ取組んできた。自分なりに総括してみたい。

出典：「第4回無人航空機の認証に対応した
証明手法の事例検討ワークショップ※」事前学
習資料より
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